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２．対象・目的・内容
任意予防接種の風しん予防接種に係る費用助成を実施する。

事 業 概 要

昭和38年４月２日から平成２年４月１日の間に生まれた者、

年

若しくは、妊婦の同居家族で、昭和38年４月１日以前
事業の対象 に生まれた者

（誰・何を）

風しんに対する免疫力が弱い世代に対し、ワクチン接種を促し、風しんに対する抵抗力を高め、風しんの流行を抑
事業の目的 制し

度

、先天性風しん症候群を予防する。
（どういう状態

にするために)

麻しん風しんワクチン5,000円、風しんワクチン3,000円を助成。申請者に助成券を発行し、指定医療機関で接種す
事業の内容 る。

（どういう内容

　

を行うのか)
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残る

価 と考えられる。よって、家族の中に妊婦がいることで初めて、予防接種の必要性を認識することが想定されるため
、本事業は今後も継続実施が望ましい。

事業の概要説明

５．事業の実績・目
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風しんに対する免疫力が弱い世代に対し、ワクチン接種

度

を促し、風しんに対する抵抗力を高めることにつながる。
実績・成果 H28実績：申請者39人中33人接種

等 の 説 明

６．評価
評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 1 実施主体の妥当性 4

１ ポイント 直接のサービスの

　

相手方 2 受益者負担の適切さ 4 市民ニーズの把握 4
事 業 の 継続実施

次 総合評価
平成30年度は、平成26年に全国に大流行（17,000人が感染）し、その後減少していたが、7月末から首都圏を中心

評 に流行している。

当

累計患者は20～40歳代が8割を占めている。海外渡航者からの感染している状況もあるため、今

説 明 後も予防接種を積極的に勧める必要がある。

価

評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 1 実施主体の妥当性 4

２ ポ

初

イント 直接のサービスの相手方 2 受益者負担の適切さ 5 市民ニーズの把握 4
事 業 の 継続実施

次 総合評価
風しんは数年に一度大流行しており、流行時期を予測できるものではない。妊娠初期の風しんウイルス感染は、胎

評 児の

予

先天性風しん症候群感染の危険性が高く、予防に取組む必要性は高い。また、対象となる生まれ年の方につい

説 明 ては、予防接種をしたかどうか記憶があいまいな方が多く、任意接種であることから、今後も未接種者は多く


